
 

 

 

 2019 年 12 月 13 日（金）15：10 より本校において昨年度の「三者会議」が開催され、1・2 年生は学年ごとに

学校への要望をプレゼンし、3 年生はこれまでの学校生活を振り返ったうえで後輩に伝えたいことを発表し

ました。 

三者会議に向けて動き出した昨年の 7月からの 6か月間、三者会議委員とＨＲ委員長が中心となり、意

見の集約・整理を積み重ねながらプレゼン準備をしてきました。内容は以下の通りです。

●旧 1年生 

提案内容 

・現在朝の 10分間（8：20～30）は読書の時間に限定されているが、それを自習や休息を含む自由な時

間として設定してほしい。ただし、「私語」「スマホ利用」「立ち歩き」は禁止する。 

（提案理由） 

・現行通り「読書をしたい」という生徒がいる一方、「少しの時間の中でも勉強したい」「朝練で疲れた体

を休ませたい」などの意見が多く挙がったため。 

・試行期間として選択制を実施し、生徒アンケートを取ったところ、「選択制をこの先も実践してほしい」

という回答が 91％だった。また、試行期間中の生徒の取り組み状況としては「自習」が 63％、「休息」が

26％、「読書」が 11％だった。 

 

●旧 2年生 

提案内容① 

・女子のブラウスのみの着用を許可してほしい。 

（提案理由①） 

・平均気温の上昇もあり、ベストの着用は暑いた

め。 

・透けるなどの懸念事項はあるが、透け防止の方

法も複数あり、現状でもポロシャツを着ている際

は透け防止を行っている。 

 

提案内容② 

・行事の際のジャージ登下校を許可してほしい。 

（提案理由②） 

・トイレで着替える人が減るとともに、先生方や

生徒会など運営面での労力も減るため。 

・ジャージに着替える時間がなくなることによっ

て、先生方からの連絡やその他の準備に時間を充

てることができる。 

提案内容③ 

・ブレザー,ネクタイ,リボンの着用義務を緩和して

ほしい。 

（提案理由③） 

・生徒の 8割がブレザー,ネクタイ,リボンの着用

義務を必要と思っていないため。 

・冬場はブレザーの上に上着を着るため、普段着

用する上着よりもワンサイズ大きいものを買って

いる生徒が一定数いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●3 年生 

発表内容 

①授業の重要性や家庭学習 

②セミナーや模試の取り組み方 

③勉強方法 

④部活の取り組み方 

⑤学級生活や行事 

⑥教科や進路選択 

裏面へ👉 
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これらの要望を受けて、教職員で協議した結果、学校の対応を以下の通りに決定しました。 

 

●旧 1年生 

・休息は認めないが、読書と自習の選択制は認める。ただし、2020年度前期を試行期間とし、問題があ

れば従来の形に戻す。なお、自習と称して宿題の解答を写すことは禁止する。また、1,2年生については、

4月は従来通り読書に限定する。 

⇒朝の 10分間を有効活用したいという趣旨のプレゼンに対して、生徒が主体的に取り組む内容を決めるこ

とは妥当な要望と言える。しかし、休息はその趣旨から外れるため認められない。また、「自習」と称して

宿題の解答を写している生徒が散見されるが、宿題は基本的に家庭で取り組むために出しているものであ

り、まして解答を写すことは本来の目的から外れる行為である。そこで、読書と自習の選択制を試験的に

実施し、宿題の解答を写していたり、その他のことをしている生徒がいれば従来通り読書の時間に戻す。

なお、読書は大切な取り組みであるため、1,2 年生に関しては、4月は従来通り読書の時間とし、5月以降

自主的に取り組む内容を読書か自習かの選択制とする。 

  

●旧 2年生 

ブラウス 

・2020年度の夏季略装期間中の試行に向けて、生徒指導部として検討していく。 

⇒暑さ対策を趣旨としたプレゼンに対して、妥当な要望と言える。ただし、制服に関する変更は様々な手

続きを踏まなければならないため、試行する期間やルールなど、どのような形で実現できるか生徒指導部

の先生方を中心に協議し、4月以降具体的な対応を伝える。なお、生徒からのプレゼンにもあったよう

に、下着が透けてしまわないかということが懸念事項として挙げられるため、そこの対応をどうしていく

か生徒の三者会議委員を中心に話し合いを続けてほしい。 

ジャージ 

・健康診断と体育大会については、学校指定ジャージでの登下校を許可する。ただし、2020年度前期を試

行期間とし、問題があれば従来の形に戻す。 

⇒1日中ジャージを着用する日に関しては、学校指定ジャージでの登下校をしてもよい。 

ブレザー,ネクタイ,リボン 

・要望を認めない。 

⇒制服のルールとはこれまでの平岸高校の生徒たちが時間をかけて作りあげてきたものであり、伝統とい

う名の「統一感」によって守られてきたものである。この学校には制服が採用されており、そしてそれを

承知したうえで入学してきた以上、ルールを尊重してほしい。ただし、なぜそのようなルールがあるのか

を疑問に思い、投げかけてくれたことは先生方にとっても、生徒にとっても、制服の意義を今一度考える

機会となった。これを機に、引き続き身だしなみなどについて話し合っていきたい。 

 

 生徒が日常に疑問を持ち、課題を考え、解決に向けて行動を起こしたことに対して、教職員も真摯に話

し合いを重ね、結論を出しました。 

 生徒は権利を手にする分、それを守っていくことが必要となります。そもそも、8：20 までに教室に入

室できているか。宿題を写したりお喋りしていないか。服装に関して現状のルール（第一ボタンをきちん

とするなど）を守ることができているか。 

昨年度の三者会議は終了しましたが、本当の意味での始まりはこれからとなります。よりよい学校作り

を目指し、今後も話し合いを続けていきたいと思います。 


